














































































　『教育 / 家族をジェンダーで語れば』2005．白澤社．（小玉亮子と共著） 
　『モノと子どもの戦後史』2007．吉川弘文館．（天野正子・石谷二郎と共著） 
　『ジェンダーで考える教育の現在』2008．解放出版社．（古久保さくらと共編） 











第 1 章　 ユニバーサルデザイン / インクルーシブデザイン・障害
と高等教育 , そして女性聴覚障害者―先行研究レビュー
からもたらされるもの
第 2 章　 障害者・聴覚障害者の高等教育へのアクセス―教育のユ
ニバーサルデザインと障害者支援
第 3 章　 ある女子大学にみる聴覚障害者支援―講義・演習のユニ
バーサルデザインの視点から
























　『福祉社会における生活・労働・教育』2009. 明石書店 .（共著） 
　 DVD『昭和を切り拓いた　ろう女性からあなたへ』2011. Lifestyles of Deaf Women and Studio 
AYA.（共著） ほか





　2010 年の第 3 回「昭和女子大学女性文化研究賞」の選考対象は、自薦・他薦を含む単著と共
著 24 点であった。
　第一次選考は、2 月 3 日、3 月 8 日の両日に、学内選考委員によって行われ、第一次選考基
準に沿って候補作として次の単著 3 点を選んだ（発行月順）。
山根純佳『なぜ女性はケア労働をするのか―性別分業の再生産を超えて』 （勁草書房　2010 年 2 月）
吉田仁美『高等教育における聴覚障害者の自立支援―ユニバーサル・インクル シーブデザインの可能性』
 （ミネルヴァ書房　2010 年 6 月）
木村涼子『＜主婦＞の誕生―婦人雑誌と女性たちの近代』 （吉川弘文館　2010 年 9 月）






　第 3 回（2010 年）「昭和女子大学女性文化研究賞」受賞作














































　女性文化研究奨励賞選考委員会は、2 月 3 日、3 月 8 日、4 月 13 日の 3 回にわたり開催され、
討議の結果、吉田仁美氏の著作『高等教育における聴覚障害者の自立支援―ユニバーサル・イ
ンクルーシブデザインの可能性』（ミネルヴァ書房　2010 年）に、第 3 回「昭和女子大学女性
文化研究奨励賞」を贈呈することを、4 月 13 日の最終選考委員会において決定した。
　吉田仁美氏は、2001 年に法政大学法学部政治学科を卒業後、昭和女子大学大学院生活機構研
究科生活科学研究専攻を修了。その後、民間企業勤務を経て、同大学院同研究科生活機構学専
攻で学ばれ、2009 年 3 月に博士（学術）の学位を取得された。現在、本学人間社会学部福祉社
会学科で助教として教育・研究に従事されている。
　受賞作は、高等教育における「聴覚障害者」を対象に、特に「女性聴覚障害者」に焦点を当

















Studies ＞と＜ Womenʼs  Studies ＞を統合した講義や研究の例を参考に、日本の高等教育におい



















































　贈 賞 件 数　1 件
　副　　　　賞　30 万円
　受 賞 の 対 象　 男女共同参画社会の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研究。
2010 年 1 月 1 日から 2010 年 12 月 31 日までに出版され、日本語で著された
単行本に限る。
　応 募 資 格　著者の年齢・性別・国籍は不問。
　応募受付期間　2010 年 12 月 1 日から 2011 年 1 月 31 日（消印有効）
　応 募 方 法　 自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載の
第 3 回（2010 年度）昭和女子大学女性文化研究賞・昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）
98
応募用紙を利用。
　選 考 方 法　「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
　発　　　　表　2011 年 4 月 30 日（創立記念式典内・女性文化研究所のホームページ上で発表）




　受 賞 の 対 象　 男女共同参画社会の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研究。
2010 年 1 月 1 日から 2010 年 12 月 31 日までに出版され、日本語で著された
単行本・論文（博士論文を含む）に限る。
　応募資格　性別・国籍は不問。若手の昭和女子大学関係者（卒業生を含む）に限る。




　発　　　　表　2011 年 4 月 30 日（創立記念式典内・女性文化研究所のホームページ上で発表）





     （選考委員長・大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所副所長 掛川　典子（大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員 森　ます美（大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員 岸田　依子（大学院文学研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所所員  粕谷美砂子（大学院生活機構研究科准教授）
　昭和女子大学女性文化研究所所員  伊藤　　純（大学院生活機構研究科准教授）
研究賞学外選考委員
　文部科学省生涯学習政策局長  板東久美子
　東北大学大学院法学研究科教授  辻村みよ子
